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佐 井 村 村 民 憲 章

１．学ぶ意欲をもち、知性と良茗哉の

あふれる村をつくります。
１．健康と安全を心がけ

明るく楽しい村をつくります。
１．勤労を喜び、力を合 わせて

豊かな村をつくります。
１．自然を守り、人を愛し、

心やさしい村をつくります。
１．心身ともに健全な子の育つ

暖かい窗寢と村をつくります。
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４６

年

ぶ

り

に

娘

が

故

国

に

「
あ
っ
ち
や
、
や
っ
と
帰
っ
て
き
た
よ
。
」
…
…
…

敗
戦
の
混
乱
の
中
で
、
肉
親
と
生
き
別
れ
匚
な
つ
、
サ
ハ
リ
ン

（
樺
太
）
匚
残
留
し
立
山
茴
笑
子
さ
ん
が
、
銅
年
ふ
つ
に
故
郷
の
上

を
踏
み
、
肉
親
と
の
再
会
が
実
現
し
ま
し
た
。

主 な 内 容

２～３ むらの話題

４～５ おしらせ

６～７ 教育だより

８～１１ 保健婦だより

１２～１３ 交母だより

１４ 国憚のしおり

１５ 出稼ぎ現地の

みなさん

１６ 税務だより

年金だより

１７ 歳時記

１８ 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

４６

年

ぶ

り

の

里

帰

り

に

涙

・
笑

顔

・
喜

び

●
●
●
●

山
崎
笑
子
さ
ん
、
滞
在
終
え
サ
ハ
リ
ン
ヘ

敗
戦
の
混
乱
の
中
、
親
兄
弟

と
生
き
別
れ
に
な
っ
て
、
サ
（

リ
ン
（
樺
太
）

に
残
留
し
て
い

た
山
崎
笑
子

さ
ん
が
、
五
月
四

日
、
四
十
六
年
ぶ
り
の
里
帰
り

が
実
現
し
、
母
親
の
山
崎
ナ
ミ

さ
ん
、
弟
の
潔
さ
ん
、
弘
さ
ん

ら
親
族
と
、
佐
井
国
民
学
校
時

代
の
友
達
ら
と
の
再
会
を
果
た

し
、
五
月
十
三
日
ま
で
十
日
間

の
滞
在
を
終
え
、
サ
（

リ
ン
へ

向
け
て
佐
井
村
か
ら
の
帰
途
に

つ
き
ま
し
た
。

笑
子
さ
ん
は
、
滞
在
期
間
中

大
勢
の
村
民
が
出
迎
え
た
ア
ル

ザ
ス
で
の
歓
迎
会
に
出
席
し
、

「
本
当
に
懐
か
し
く
胸
が
い
っ
ぱ

い
。
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
た
が
、
懸

命
に
生
き
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

▲母ナミさんと涙と再会

▼アルザスでの歓迎会で同級生たちと一緒に ▼大勢の出迎えを受ける笑子さん

温泉 掘削 工 事の

報 告 会 を開 催

一掘削計画不調に終るー

昨
年
五
月
、
専
門
家
に
依
頼

し
て
の
予
備
調
査
の
結
果
、
川

目
地
区
で
温
泉
湧
出
の
可
能
性

が
高
い
こ
と
が
分
か
り
、
八
月

三
十
日
に
起
工
式
が
行
わ
れ
て

温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

約
四

ヶ
月
か
け
て
四
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
深
さ
ま
で
テ
ス
ト
ボ

ー
リ
ン
グ
し
た
と
こ

ろ
、
温
泉

へ
の
十
分
な
手

ご
た
え

が
得
ら

れ
た
た
め
、
昨
年
十
二
月
か
ら

本
掘
削
を
開
始
し
、
四
月
末
ま

で
に
、
計
画

ど
お
り
の

Ｉ
、
〇
〇

○
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
ま
で
ボ
ー

リ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
温
泉
水
の
湧
出
量

は
、
毎
分
十
九
リ
ッ
ト
ル
、
温

度
も
二
十
五
度
と
、
実
用
に
向

か
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
も
の

で
す
。
五
月
十
三
日
、
議
会
や
関
係

団
体
、
行
政
連
絡
員
の
み
な
さ

ん
を
参
集
し
て
の
報
告
会
が
開

催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、
湧
き

出
た
温
泉
水
に
、
付
近
の
地
下

水
を
足
し
て
、
ボ
イ
ラ
ー
で
沸

か
す
な
ど
し
て
入
浴
施
設
が
造

れ
な
い
か
ど
う
か
の
検
討
と
、

新
た
な
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
の
検

討
な
ど
、
観
光
産
業
の
振
興
に

結
び
つ
く
計
画
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

村の万博

’９１「日本の１０１材展」

佐井漁協［しょう中イクラ］

水産加工部門賞授賞



か
ら
も
頑
張
っ
て

い
き
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
、
大
き
な
拍
手
を

浴
び
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
父

親
の
墓
参
り
や
、
国
民
学
校
時

代

の
ク
ラ

ス
会

へ

の
出
席

な

ど
、
懐
か
し
い
故
郷
で
の
、
か

け
が
え
の
な
い
時
を
過

ご
し
ま

し
た
。

佐
井
村
を
離
れ
る
日
、
笑
子

さ
ん
は
「
一
日
が
一
時
間
に
感

じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
あ
っ
と
い
う

間
の
十
日
間
で
し
た
。
肉
親
、

友
達
ら
、
懐
か
し
い
人
た
ち
に

た
く
さ
ん
会
え
て
よ
か
っ
た
。
」

と
、
短
か
い
里
帰
り
の
日
々
を

し
み
じ
み
と
振
り
返
り
な
が
ら
、

母
親
の
ナ
ミ
さ
ん
ら
と
と
も
に

大
開
港
に
向
か
い
、
フ
ェ
リ
ー

に
乗
り
込
む
ま
で
の
間
、
見
送

り
に
駆
け
っ
け
た
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
ら
と
何
度
も
抱
き
合
い
、
涙

な
が
ら
に
別
れ
を
惜
し
ん
で
い

ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
英
語
教
師
ガ
ー
先
生

長
後
中
学
校
と
お
別
れ

平
成
元
年
十
二
月
に
、
英
語

教
師
と
し
て
長
後
中
学
校
へ
来

て
い
た
、
ア
メ
リ
カ
人
教
師
の

ガ
ー
先
生
が
、
五
月
十
日
に
最

後
の
授
業
を
終
え
て
、
長
後
を

後
に
し
ま
し
た
。

長
後
中
学
校
の
生
徒
や
、
地

域
の
人
た
ち
に
親
し
ま
れ
た
明

朗
で
誠
実
な
人
格
は
、
み
ん
な

に
惜
し
ま
れ
て
の
お
別
れ
と
な

り
ま
し
た
。

ガ
ー
先
生
か
ら
の
メ
。
セ
ー

ジ
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
私
は
、
平
成
元
年
十
二
月
か

ら
今
日
ま
で
、
長
後
中
学
校
に

四
回
き
ま
し
た
。
長
後
の
児
童

生
徒
は
、
と
て
も
ス
マ
ー
ト
で

す
。
校
長
先
生
は
じ
め
教
職
員

は
、
私
に
と
て
も
親
切
に
接
し

て
く
れ
ま
し
た
。

長
後
の
人
々
は
、
と
て
も
恵

ま
れ
て
い
ま
す
。
自
然
に
恵
ま

れ
、
美
し
い
海
と
山
が
あ
り
、

私
は
好
き
で
す
。
放
課
後
、
私

は
し
ば
し
ば
十
キ
ロ
か
ら
十
五

キ
ロ
く
ら
い
、
長
後
か
ら
福
浦

の
坂
道
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
ま
し

た
。私
は
、
長
後
で
の
出
来
事
を

い
つ
ま
で
も
記
憶
に
残
し
て
お

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
長

後
の
み
な
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
。
（
五
月
十
日
、
ガ
ー
・
ア

ダ
ム

ー
レ
イ
ノ
ル
ズ
）

○ 役場総務課勤務

宮 沢 忠 くん（哨

役場に勤務 してまだ数

週間。仕事も不慣 れな点

もあり ますが、よろ しく

お 願いし ます。（川目 出

身）

○社会福祉協議会勤務

田中 新吾くん嫻

福祉の仕事 は大変です

が、一生懸命頑張 ります

ので、よろしくお願い し

ます。（福浦出身）

関 祐子さん叫

佐井村の人 たち一人一

人が参加し、共 に生 きる

福゙祉のまちづ くり」が

で きたらいい なと思って

頑張っています。 どうぞ

よろしくお願い します。

（大佐井 出身）

五
月
一
日
か
ら
六
日
ま
で
、

東
京
池
袋
の
西
武
百
貨
店
で
行

わ
れ
た
、
村
の
万
博
「
日
本
の

一
〇
一
村
展
」
に
、
佐
井
村
を

は
じ
め
田
子
町
、
岩
木
町
の
県

内

の
町
村
の
他
、
全
国
津
々
浦

々
か
ら
、
村
の
自
慢
が
集
ま
り

ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
と
い
う
こ
と
で
、
連
日
各

地
の
食
品

や
木
工
品
を
買
い
求

め
る
主
婦
や
家
族
が
っ
め
が
け
、

ふ
る
さ
と
の
香
り
を
楽
し
み
、

村
の
熱
気
を
肌
で
感
じ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

佐
井
村
か
ら
は
、
漁
協
の
水

産
加
工
品
を
は
じ
め
、
木
工
品
、

せ
っ
け
ん
、
線
香
な
ど
を
出
品

販
売
し
、
特
に
水
産
加
工
品
と

木
工
品
は
完
売
す
る
と
い
う
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。

ま
た
、
期
間
中
に
行
わ
れ
た

「
日
本
の

Ｉ
〇
一
村
展
」
賞
コ

ン
テ
ス
ト
に
は
、
漁
協
の
正
油

い
く
ら
セ

″
卜
が
出
品
さ
れ
、

都
市
の
消
費
者
か
ら
高
い
評
価

を
い
た
だ
き
、
見
事
に
水
産
加

工
部
門
賞
を
授
賞
し
ま
し
た
。

会
場
に
な
っ
た
西
武
百
貨
店

に
は
、
毎
日
の
よ
う
に
佐
井
村

出
身
者
や
「
ラ
ブ
リ
ー
さ
い
」

の
会
員
が
つ
め
か
け
、
村
の
商

品
を
た
く
さ
ん
買
い
求
め
る
方

や
、
一
緒
に
な
っ
て
佐
井
村
を

Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
る
方
、
飲
み

も
の
な
ど
を
差
し
入
れ
激
励
し

て
く
だ
さ
る
方
な
ど
、
力
強
い

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

サヶの稚魚を放流

４月２４日、古佐井川上流で、漁業関係者の見

守る中、佐井小学校５・６年の児童の協力で、

サヶの稚魚が放流されました。

また、４月２７日には、漁業研究会による放流

も行われました。

今年放流したサヶの稚魚は、大畑漁協のふ化

場で育った１００万尾と、佐井漁協などのふ化場

で育った９２万尾の稚魚で、体長４～５ｃｍの小さ

なサヶは、自分の川の場所と臭いを覚えたあと、

北洋への長い旅へ向い、３～４年後には立派な

親魚となって、故郷の川に帰ってきます。

サヶの稚魚は、佐井村の水産業にとって大事

な資源でもあります。みんなでサケの稚魚を暖

かく見守りましょう。



子

ど
も
は

い
つ
も
主
人
公

応

援

し

ま

す

ｉ

ル
童

手

当

”

▼
児
童
手
当
と
は

児
童
手
当
は
、
国
、
都
道
府

県
、
市
区
町
村
と
事
業
主
が
費

用
を
持
ち
あ
い
、
児
童
を
養
育

す
る
人
に
児
童
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に
お
け

る
生
活
の
安
定
と
、
次
代
の
社

会
を
に
な
う
児
童
の
健
全
な
育

成
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

▼
児
童
手
当
を

受
け
ら
れ
る
人

義
務
教
育
就
業
前
の
児
童
を

含
む
十
八
歳
未
満
の
児
童
を
二

人
以
上
養
育
し
て
い
る
方
で
、

収
入
が
一
定
の
基
準
未
満
の
場

合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

自
分
の
お
子
さ
ん
で
な
く
て

も
、
そ
の
児
童
を
監
護
し
、
一

定
の
生
計
関
係
が
あ
れ
ば
受
給

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
す
べ
て
の
受
給
者
の
方
へ

受
給
者
の
方
は
、
毎
年
六
月

中
に
養
育
の
状
況
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
、
現
況
届
を
出
寸
必

要
が
あ
り
ま
す
。

現
況
届
を
出
さ
な
い
と
、
受

給
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月
以

降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現

況

届

は

６

月

２９

日

出

ま

で

＝

役
場
住
民
福
祉
課
＝

狂

犬

病

予

防

注

射

を

受

け

ま

し

よ

う

今
年
も
次
の
日
程
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
行
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
に
注
射
を
受
け
な

か
っ
た
犬
や
、
生
後
九
十
一
日

以
上
に
な
っ
た
犬
は
、
必
ず
予

防
注
射
を
受
け
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

役
場
か
ら
通
知
書
を
発
送
し

ま
す
が
、
漏
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
指
定
の
場
所
及
び

時
間
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
放
し
飼
い
の
犬
は
、
保
健
所

と
協
力
し
て
捕
獲
し
ま
す
の

で
、
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

狂犬病予防注射の日程

偃
み
よ
い
材
づ
く
り
に
役
立
つ
簡
保
資
金

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵
便
局
の
晉
鵈
保
険
や
郵
便
年
金

の
積
立
金
は
、
公
廿（
施
設
の
整
備
萸
舍
と
し
て
村
に
還

兀
融
資
さ

れ
、
住
民
福
祉
の
向
上
口
お
お
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
度
回
は
六
事
業
回
合
せ
て
一
億
五
二

二
〇
万
円
が
融

資
谷

机
て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
竄
の
と
お
り
で
す
。

○森林体験科学館整備事

業 ３，４７０万円

○屋外レクリエーション

施設整備事業

５，６３０万円

○観光施設（仏ケ浦園地

公衆便所）整備事業

１，３００万円

○観光事業法人（佐井定

期観光㈱）出資事業

３，４４０万円

○防災行政無線施設整備

事業 ２３０万円

○福浦健康広場整備事業

１，０５０万円

▲森林体験科学館

▲屋外レクリエーション施設

▲仏ヶ浦公衆便所

▲福浦健康広場

▲防災行政無線



身

体

障

害

者
巡

回

診

査

更
正

相

談

を
行

い
ま

す

▼
実
施
日
程
及
び
会
場

別
表
の
と
お
り
。
な
お
、
受

付
期
間
は
、
各
科
と
も
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
前
十
一
時
ま

で
で
す
。

▼
対
象
者

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
る
た
め
診
査
を
必
要
と
す

る
者
。
・
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
後
、
診
査
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
者
。
・
障
害
程
度
に
変

化
が
あ
り
、
等
級
の
変
更
ま
た

は
更
正
医
療
を
必
要
と
す
る

者
。
・
義
肢
・
装
具
等
補
装
具

の
交
付
、
再
交
付
ま
た
は
修
理

を
必
要
と
す
る
者
。
・
就
業
・

生
活
・
医
療
・
施
設
入
所
等
の

相
談
を
希
望
す
る
者
。

※
た
だ
し
、
脳
卒
中
等
に
つ
い

て
は
、
発
病
後
三
ヶ
月
未
満
の

者
は
除
き
ま
す
。
ま
た
、
平
衡

機
能
、
言
語
機
能
、
腎
臓
機
能
、

ぼ
う
こ
う
機
能
、
直
腸
機
能
、

小
腸
機
能
の
各
障
害
に
つ
い
て

は
、
当
日
判
定
で
き
ま
せ
ん
。

▼
診
査
料
等

こ
の
診
査
は
無
料
で
す
。
ま

た
、
む
つ
市
ま
で
村
の
公
用
車

で
送
迎
し
ま
す
。

▼
申
込
み
・
問
い
合
せ

役
場
住
民
福
祉
課
福
祉
係

昔

且
凸

二
一
一
一

７ 月 Ｉ Ｉヨ

事業所統計調査

商業統計調査に

ご協力ください

七
月
一
日
現
在
で
、
平
成
三

年
事
業
所
統
計
調
査
、
商
業
統

計
調
査
が
、
全
国
一
斉
に
行
わ

れ
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
調
査
は
、
統
計

法
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
る
国

の
重
要
な
調
査
で
す
。
調
査
の

対
象
と
な
る
の
は
農
林
漁
家
を

除
く
す
べ
て
の
事
業
所
で
す
。

六
月
下
旬
、
調
査
員
が
調
査

票
の
記
入
を
お
願
い
に
、
各
事

業
所
、
商
店
を
訪
問
い
た
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

一 部 事 務 組 合

下 北 医 療 セ ン タ ー

組 合 章 を 募 集 し ま す

一部事務組合下北医療センター

が設立されてから、今年で２０周年

になります。これを機会に 組合

構成市町村のみなさんから、次の

とおり組合章の意匠（デザイン）

を募集し、組合章を制定すること

になりました。構成市町村に在住

の方ならどなたでも応募できま

す。採用作品には賞金が授与され

ますので、ふるってご応募くださ

し丶。

＜参考＞一部事務組合とは、普通

地方公共団体等が、共通する事務

の一部（例えば消防、ゴミ処理、

病院等を共同処理するために設け

る地方公共団体です。

卜応募締切

６月２８日（当日必着）

卜採用作品・賞

採用作品は一点・１０万円

Ｓ１問い合せ・応募先

一部事務組合下北医療センター

事業本部事務局

〒０３５ むっ市小川町一丁目２

番８号 ０２２－２１１１

厚

生

年

金

・

国

民

年

金

積

立

金

の

還

元

融

資

で

み

な

さ

ん
の

生
活

に

か

か

せ

な

い
飲

料

水

を

供

給

す

る
簡

易
水

道

施

設

の

整

備

に

役

立

っ
て

い
ま

す

佐
井
地
区
簡
曷
水
道
施
設
け
平
成
元
年
度
か
ら
平
成
五
年
度
ま

で
の
五
ヶ
年
事
業
で
整
備
し
て
い
よ
す
が
、
平
成
コ
年
度
は
五
、
九

四
〇
万
円
の
還
元
融
資
を
受
け
て
い
ま
す
。

平

成

二

年

度

佐
井
診
療
所
で
は
、
平
成

二
年
度
匚
「
厚
生
年
金
・
国

民
年
金
積
立
言
還

兀
融
資
Ｌ

匸
よ
っ
て
「
超
音
波
診
断
装

置
Ｌ
を
購
入
し
、
一
般
診
療
、

各
種
健
康
診
断
等
に
茫
用
し

て
い
ま
す
。

古
い
時
代
の
写
真
が
あ
り
ま
せ
ん
か

個
人
の
生
活
、
村

の
環
境
が

急
速
に
変
わ
り
つ
っ
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
歴
史
的
文
化
価
値
の

あ
る
も
の
が
、
加
速
的
に
消
え

て

い
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら

写
真
を
主
と
し
た
「
村
の
あ
ゆ

み
」
の
編
纂
を
進
め
て

い
ま
す
。

ど
ん
な
も
の
で
も
結
構
で
す

の
で
、
明
治
・
大
正

・
昭
和
初

期
中
期
の
写
真
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

▼
連
絡
先

○
教
育
委
員
会
昔
囲
四
五
〇
六

〇
役
場
企
画
財
政
課
昔
囲
二
一
一
一

〇
大
石
健
次
郎

き
囲
五
四
二
二

〇
今

修
一

き
囲
四
一
三
七

〇
西
谷

豊
彦

昔
囲
二
二
〇
三

〇
渋
田

日
四
平

昔
側
二
四
六
三

〇
佐
々
木
寛
昭
き
側
二
二
七
六

〇
そ
の
他
、
地
区
会
長
・
地
区

公
民
館
ま
で
。

佐
井
村
百
周
年
記
念
写
真
集

一
編
纂
委
員
会

」



教
育
だ
よ
う

平
成
三
年
度

婦
人
講
座
始
ま
る

五
月
十
三
日
、
婦
人
会
館
に

お
い
て
開
講
式
が
行
わ
れ
、
今

年
度
の
講
座
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
主
婦
と
し
て
、
ま
た
社
会
の

一
員
と
し
て
、
現
代
社
会
に
即

応
で
き
る
よ
う
な
知
識
と
見
聞

を
広
め
る
た
め
、
婦
人
講
座
で

学
習
し
、
日
々
の
生
活
に
役
立

て
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
互
い
に
心
の
ふ
れ
あ

い
を
求
め
、
楽
し
く
、
そ
し
て

成
果
の
あ
る
講
座
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
Ｏ

今
年
度
の
婦
人
講
座
プ
ロ

グ

ラ
ム
は
、
別
表
の
と
お
り
で
す
。

▲婦人講座開講式

▲ダンスで楽しむ

地

区

公

民

舘

長

会

議

四
月
二
十
六
日
、
ア
ル
ザ
ス

会
議
室
で
、
地
区
公
民
館
長
会

議
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
実
施

し
た
事
業
の
反
省
、
新
年
度
事

業
計
画
、
意
見
交
換
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
五
十
年
の
地
区

公
民
館
設
置
か
ら
、
牛
滝
地
区

館
長
を
務
め
て
き
た
中
西
正
さ

ん
が
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
、

こ
の
日
教
育
委
員
会
か
ら
感
謝

状
、
社
教
と
各
地
区
館
長
一
同

か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
後
任
と
し
て
、
竹
内

英
輝
さ
ん
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

▼
中
西

正
さ
ん

「
長
年
に
わ
た
り
、
牛
滝
地
区

の
社
会
教
育
に
か
か
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
間
、
関
係
者
や
地
区

の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
こ
と
に
、心
か
ら
感

謝
と
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。」

▼
竹
内
英
輝
さ
ん

「
前
任
の
中
西
さ
ん
の
足
跡
と

功
績
を
汚
さ
ぬ
よ
う
、
努
力
を

惜
し
ま
ぬ
決
意
で
い
ま
す
。」

▲地区公民舘長会議

佐

井

村

中

央

公

民

館

選

俳

句

三

上

士

郎

そ
ば
た

せ
い
だ
い
む
し
く
い

欹

て

ば

仙

台

虫

喰

緑

濃

し

（
セ

ン

ダ
イ

ム

シ

ク
イ

ー
ヒ

タ

キ

科

ウ

グ

イ

ス

亜

科

、

渡

り

鳥
－

日

本

繁

殖

。
）

け
や
き

か
わ
ら
ひ
わ

コ

ロ

コ

ロ

と

欅

は

高

し

河

原

鶸

翡

翠

の

杭

流

木

を
頒

ち

け

り

潟

凪

ぎ

て
白

鳥

声

を

喚

ぐ

る
朝

機

窓

み

な

白

鳥

の

通

る

路

な

り

き

帰

白

鳥

雲

な

き

空

の

っ

づ
き

け

り

行

々

子

釣

師

静

か

に

坐

を

移

す

（
行

々
子

・

オ

オ

ヨ

シ

キ

リ

・

ま

た

コ

ヨ

シ

キ

リ

、

湿

地

・

沼

・

河

畔

の

芦

の

茂

り

で

、

ギ

ョ

ギ

ョ

シ

・

ギ

ョ

ギ

ッ

ギ

ョ

ッ
と

や

か

ま

し

く

鵈

く

。

渡

り

鳥
－

日

本

繁

殖

。
）

田

名

部

ヒ

サ

薄

氷

を

歩

む

鵑

の

膃

ほ

そ

し

啓

蟄

や
虫

に

も
劣

る

と

病

み

し

人

猫

柳

遠

嶺

に

雪

置

く

山

ひ

と

っ

解

禁

の

岩

魚

の
斑

鮮

や

か

に

力

む

陽

に

桜

の

蕾

太

り

ゆ

く

（
昨

年

、

弟

の

遺

体

と

共

に

）

屍

と

越

え

る

峠

や

蕗

の

と

う

菊

池

み

や

庚

申

神

の

造

花

一
輪

春

浅

し

覆

う

藁

の

す

き

間

突

き

ぬ

き

も

の

の

芽

伸

ぶ

春

待

つ
と

心

は

ず

み

て

衣

縫

う

川
岸
キ
ヨ
子

萌
ゆ
る
芽
の
見
え
て
余
生
の
輝
け

選
挙
戦
音
み
な
絶
え
て
寒

昂

野
仏
に
捧
げ
し
小
銭
春
嵐

ピ
カ
ソ
の
絵
理
解
し
が
た
く
春
立

ち
ぬ
晩
年
が
見
え
て
今
宵
も
春
神
楽

春
の
雪
取
り
上
げ
難
く
捨
て
難
し

考
え
る
事
何
も
な
く
春
眠
す

検
血
の
病
な
き
こ
と
春
隣
大
坂

し
ん

春
風
の
畦
道
叩
く
農
夫
あ
り

ク
ロ
ッ
カ
ス
陽
を
満
ち
溜
め
て
咲

き
誇
り

日
を
増
し
て
さ
ざ
波
き
ら
め
く
春

の
海
囀
り
に
目
覚
め
の
朝
の
清
し
く
て

浜
中

よ
ん

明
日
い
か
に
夜
の
戸
締
り
や
冬
の

雲爪
立
ち
て
背
丈
欲
し
や
と
煤
払
う

餌
持
ち
て
白
鳥
の
群
に
呼
び
か
け

縫
初
め
を
老
眼
鏡
か
け
糸
通
し

羽
子
板
の
押
絵
に
過
ぎ
し
日
か
え

ら
ざ
る

川
畑

勲
夫

荒
畑
を
い
ち
面
埋
め
菊
咲
け
り

紅
葉
の
盛
り
見
ぬ
ま
ま
冬
支
度

島
野

房
子

鏡
餅
飾
り
て
今
年
暮
れ
に
け
り

一
年
を
つ
な
ぎ
止
ど
め
る
賀
状
か



婦人講座プログラム
青森県民生涯スポーツフェスティバル

ス匚］－ガン・シンボルマークを募集します

「青森県民生涯スポーツフェスティバル」

は、県民一人ひとりがスポーツ、レクリエー

ション活動で快い汗を流し、健康で文化的

な生活を目指した、全県一丸となるスポー

ツフェスティバルで、１０月６日（日）、青森県

総合運動公園を主会場として開催されま

す。

卜作品の内容

（１）スローガン

フェスティバルにふさわしい内容で、

明るく活力ある生活の一層の充実を図る

ため、誰でも気軽に楽しくスポーツに親

しめるような気運を盛り上げる内容であ

ること。

（２）シンボルマーク

視覚的にイメージつける図案で、図案

の説明をつけること。

卜応募の方法

スローガンについては、官製はがきを使

用し、一枚につき３点以内とします。また、

シンボルマークについては、Ｂ５判の用紙

に園案を作成してください。

卜応募先・問い合せ

青森県民生涯スポーツフェスティバル実

行委員会事務局（００３０青森市安田字近野

２３４Ｊ７財団法人青森県 スポーツ振興事業

団内）

００１７７（６６）１２４１

卜応募締切

平成３年６月３０日

卜表 彰

最優秀作品及び優秀作品に、それぞれ表

彰状と記念品が贈られます。

な何
時
と
な
く
受
け
て
喜
ぶ
初
便
り

初
鏡
坐
り
て
今
朝
の
身
だ
し
な
み

年
礼
を
見
送
る
後
の
頬
寒
し

木
村
さ
ち
子

年
玉
を
そ
っ
と
覗
い
て
目
で
数
え

東
京
も
三
笠
も
束
ね
賀
状
来
る

夜
通
し
の
店
も
あ
り
け
り
初
参
り

（
第
九
大
合
唱
二
句
）三
上

敏

絶
叫
の
第
九
流
れ
て
年
変
る

鳴
り
響
く
「
歓
喜
の
歌
」
年
明
く

ひ
と
と
せ
の
時
を
刻
み
し
今
朝
の

春年
越
え
し
色
濃
き
松
や
老
い
の
春

起
き
ぬ
け
て
思
う
事
な
き
三
ヶ
日

石
戸
美
矢
子

賀
状
書
く
一
枚
一
枚
念
ご
ろ
に

床
の
間
の
干
支
の
置
き
物
初
日
影

母
に
似
し
妹
の
声
や
初
電
話

新
米
や
粘
り
も
あ
り
て
稲
荷
寿
司

子
は
老
い
の
老
い
は
子
ゆ
え
の
冬

支
度

上
山

実

家
族
の
座
お
の
ず
と
決
ま
り
屠
蘇

を
飲
む

初
詣
で
朝
の
言
葉
の
優
し
く
て

銚
子
手
に
語
尾
爽
や
か
に
年
明
く

る初
波
の
鷆
は
胸
を
揃
え
た
り

初
売
り
の
魚
触
れ
ず
と
も
よ
く
売

れ
て

西
谷

豊
彦

碑
に
樹
海
を
透
し
初
日
洩
る

羽
子
板
の
舞
子
姿
や
床
飾
る

故
郷
と
子
も
孫
も
来
て
雑
煮
会

屠
蘇
受
け
て
生
命
継
ぐ
こ
と
確
め

入
り
船
の
閃
く
旗
や
雪
景
色

窓
の
雪
蹴
っ
て
も
雀
の
覗
き
お
り

枯
葉
散
り
広
が
る
視
界
道
し
る
べ

災
害
の
傷
跡
の
ま
ま
山
眠
る

田
名
部
ヒ
サ

夫
浸
る
湯
音
途
切
れ
し
大
晦
日

く
る
く
る
と
巻
か
れ
去
年
の
暦
と

な
り
押
し
花
の
如
く
秋
蝶
轢
か
れ
居
り

菊
池

み
や

除
夜
の
鐘
風
に
か
ら
み
て
時
流
れ

こ
の
頃
の
日
和
り
を
拾
い
夜
着
を

干
す

川
岸
キ
ヨ
子

七
福
神
良
く
洗
わ
れ
し
顔
揃
い

鏡
餅
平
凡
を
大
切
に
老
住
い

後

記

一
、
今
回
は
俳
句
の
み
掲
載
。
優

句
も
多
か
っ
た
が
割
愛
し
た
。

一
、
次
号
／
切
七
月
二
日
ま
で
。



保健 婦 だよ り

食事づくりを

母と子の

ふれあいの場に

母と子の
料理教室に
参加しよう

１
は
じ
め
に

台
所
に
立
つ
お
母
さ
ん
の
姿

を
見
て
、
お
い
し
い
ご
は
ん
は

ど
う
し
て
で
き
る
の
だ
ろ
う
と

興
味
を
持
ち
、
や
が
て
一
緒
に

台
所
に
立
つ
よ
う
に
な
る
・
…

料
理
、
食
事
に
は
こ
の
よ
う
に

歴
史
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
は

ず
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
お
母
さ
ん

で
さ
え
台
所
に
立
つ
時
間
が
、

き
わ
め
て
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

「
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
は

人
間

が
生
き
て
い
く
上
で
最
も

大
切
な
も
の
で
す
。
好
き
嫌
い

な
く
お
い
し
そ
う
に
食

べ
る
人

と
一
緒
に
食
事
を
す
る
と
自
分

ま
で
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
、
明

る
い
気
分
に
な
れ
る
も
の
で
す
。

お
い
し
い
も
の
が
嫌
い
な
人
は

い
な
い
は
ず
で
す
。
お
い
し
い

も
の
が
食

べ
た
い
、

ご
ち
そ
う

を
作
っ
て
あ
げ
た
い
、
そ
う
い

う
思
い
を
持
つ
人
は
必
ず
と
い

う
く
ら
い
お
料
理
上
手
で
す
。

作
っ
て
あ
げ
る
喜
び
、
食
べ
る

こ
と
の
楽
し
み
を
も
て
る
人
は

本
当
に
幸
せ
な
人
で
す
。

さ
て
、
村
で
は
、
子
供
た
ち

が
体
を
通
し
て
自
ら
調
理
に
参

加
し
た
り
、
ま
た
母
親
は
食
生

活
改
善
推
進
員
の
話
し
を
聞
い

た
り
一
緒
に
関
心
を
持
ち
、
食

事
や
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い

て
見
直
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら

母
と
子
の
料
理
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

２
取
り
組
み
の
経
過

表
１
の
と
お
り
で
す
。

３
実
施
内
容

①
主
題
（
食
事
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
み
よ
う
）

②
目
標
（
自
分
で
自
分
の
食

事
を
作
り
、
そ
こ
か
ら
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
見
直

し
て
も
ら
う
）

③
対
象
は
、
佐
井
中
学
校
の

一
～
二
年
生
と
そ
の
母
親
。

佐
井
小
学
校
の
六
年
生
と
そ

の
母
親
。
原
田
、
磯
谷
、
長

後
、
福
浦
、
牛
滝
の
各
学
校

高
学
年
と
そ
の
母
親
。

④
実
施
期
間
は
、
平
成
三
年

七
月
一
日
か
ら
十
月
末
ま
で
。

表
１

取
り
組
み
の
経
過



会
場
は
、
各
学
校
と
地
区
の

食
生
活
改
善
推
進
委
員
で
決

め
ま
す
。

⑤
必
要
経
費
は
役
場
で
負
担

し
ま
す
。

⑥
役
割
分
担
は
、
学
校
で
参

加
者
を
取
り
ま
と
め
、
役
場

が
資
料
の
準
備
や
連
絡
、
改

善
推
進
員
が
材
料
の
準
備
、

会
場
設
定
、
当
日
の
講
師
と

な
り
ま
す
。

⑦
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
別
表
の
と

お
り
で
す
。

４
参
加
状
況

昭
和
六
十
三
年
度
と
平
成
元

年
度
は
、
冬
休
み
中
の
開
催
で
、

学
校
を
通
し
て
希
望
者
を
募
っ

た
が
、
親
が
参
加
し
な
い
と
児

童
も
参
加
を
し
ぶ
る
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
学
校

に
よ
り
参
加
者
の
差
が
み
ら
れ

ま
す
。

平
成
二
年
度
の
参
加
状
況
は

表
２
の
と
お
り
で
す
。
前
年
度

よ
り
も
、
子
ど
も
た
ち
の
参
加

数
は
増
え
て
い
ま
す
。

５
参
加
し
て
の
感
想

▼
児
童
の
話

・
ピ
ー
マ
ン
の
甘
辛
煮
は
、
ピ

ー
マ
ン
は
に
が
か
っ
た
け
ど
、

中
が
お
い
し
か
っ
た
か
ら
食
べ

ら
れ
ま
し
た
。

・
料
理
教
室
は
と
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。

・
ま
た
や
り
た
い
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

・
レ
モ
ン
し
ぼ
り
は
初
め
て
で

し
か
。
思
っ
た
よ
り
強
く
し
ぼ

ら
な
い
と
汁
が
出
な
く
て
大
変

で
し
た
。

・
に
ん
じ
ん
の
チ
し
ス
あ
え
み

た
い
に
作
れ
ば
、
に
ん
じ
ん
が

き
ら
い
で
も
食
べ
ら
れ
そ
う
な

の
で
、
私
も
一
度
た
め
し
て
み

た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

・
と
て
も
い
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

・
パ
セ
リ
を
き
ざ
ん
だ
り
、
じ

ゃ
が
い
も
の
皮
を
む
い
た
り
し

ま
し
た
。
緊
張
し
て
や
っ
て
い

た
ら
「
緊
張
し
な
く
て
も
い
い

よ
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

会
食
の
時
ど
ん
な
味
か
な
と
思

っ
た
ら
、
と
て
も
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
ま
た
や
り
た
い
で
す
。

・
か
ぼ
ち
や
ス
ー
プ
を
作
っ
て

い
る
と
き
は
お
い
し
く
な
さ
そ

う
で
し
た
が
、
試
食
し
た
ら
と

て
も
味
が
よ
く
、
お
か
わ
り
し

ま
し
た
。

・
に
ん
じ
ん
の
チ
し
ス
あ
え
は

食
べ
る
に
苦
労
し
か
。

プログラム

表
２

母
と
子
の
料
理
教
室
参
加
状
況



・
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
楽

し
く
料
理

が
作
れ
た
し
、
全
部

食

べ
ら
れ
て
よ
か
っ
た
。

▼
母
親
の
話

・
親
に
好
き
嫌

い
が
あ
る
の
で

子
ど
も
に
は
食

べ
て
欲
し
い
。

・
こ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
野
菜

を
使
え
ば
、
子
ど
も
た
ち
も
食

べ
て
く
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
子

ど
も
と

Ｉ
緒
に
つ
く
れ
て

楽
し
か
っ
た
。
ピ
ー
マ
ン
が
嫌

い
だ
が
、
こ
う
し
て
食

べ
る
と

に
お
い
が
気
に
な
ら
な
い
。
家

で
ま
た
作
り
た
い
。

６
ま
と
め

三
年
間
の
経
過
か
ら
の
評
価

は
、
①
目
標
に
つ
い
て
は
、
家

庭
で

も
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
必

要
性
を
話
し
た
り
、
野
菜
料
理

に
つ
い
て
話
す
機
会
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
実
習
を
機
会
に
、

今
ま
で
食

べ
ら
れ
な
い
物
も
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の

声
が
あ
っ
た
。
②
楽
し
い
学
習

と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
か
ら

楽
し

い
授
業
・
学
習
で
あ
っ
た

と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
子

ど
も
と
親
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会

と
な
っ
て
い
る
。
③
学
校
と
の

連
携
に
つ
い
て
は
、
地
域
と
学

校
が
一
体
と
な
り
つ
つ
あ
り
、

よ
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。

今
後
も
継
続
実
施
の
要
望
と
、

学
校
長
へ
の
理
解
を
促
し
て
欲

し
い
。
事
業
の
Ｐ
Ｒ
強
化
な
ど

多
く
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
④
食
生
活
改
善
推

進
員
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
各

地
区
の
推
進
員
の
積
極
性
・
自

主
性
が
み
ら
れ
、
活
動
へ
の
自

信
に
つ
な
が
っ
た
。
以
上
の
よ

う
な
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

フ
今
後
の
課
題
と
方
向
づ
け

・
食
生
活
習
慣
の
改
善
は
、
根

気
よ
く
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
、
創
意
工
夫
を
し

な
が
ら
、
継
続
し
て
実
施
す
る
。

・
学
校
保
健
と
の
結
び
つ
き
を

強
く
し
て
い
く
た
め
、
学
校
長

へ
の
理
解
・
養
護
教
諭
の
協
力

を
得
る
。

・
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
、
保
健
活
動
の
基
礎
資
料
を

得
る
。
◇

◇

以
上
の
こ
と
か
ら
、
食
生
活

改
善
推
進
員
の
み
な
さ
ん
が
、

お
母
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
、

こ
の
「
母
と
子
の
料
理
教
室
」

を
開
く
こ
と
は
、
大
変
意
義
の

あ
る
こ
と
で
す
。

こ
の「
母
と
子
の
料
理
教
室
」

か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

あ
ふ
れ
る
豊
か
な
家
庭
、
よ
り

よ
い
食
生
活
を
目
指
し
て
、
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
思
い
ま
す
の
で
、
対
象
と

な
る
子
ど
も
や
お
母
さ
ん
は
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

１
日
出

健
康
相
談
日

１５
日
出

｝
受
付
時
間

２９
日
出

午
前
９
時
～
１２
時

場
所

役
場
健
康
相
談
室

電
話
で
の
健
康
相
談
も
受
付

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

１０
日
㈲

母
と
子
の
料
理
教
室

事
前
研
修

対
象

村
内
食
生
活
改
善
推

進
員

時
間

午
前
１０
時
～
午
後
２

時

場
所

役
場

和
室

１８
日
脚

リ
（

ビ
リ
教
室

時
間

午
後
１
時
～
３
時

場
所

ア
ル
ザ
ス

２４
日
㈲

一
歳
半
・
二
歳
児
健

診
及
び
乳
児
健
診

対
象

一
歳
半
児
一
平
成
元
年
１０
月
～

１２
月
生

二
歳
児

一
平
成
元
年
４
月
～

６
月
生

乳
児

一
平
成
３
年
２
月
生

平
成
２
年
］且
月
生

時
間

午
後
１２
時
３０
分
受
付

場
所

役
場

和
室

歯 の 衛 生 週 間

６ 月 ４ 日 ～ １０ 日

あ な た の 歯 ぐ き は

健 康 で す か ？

歯肉の形と色で、歯ぐきの

炎病が起きているかいないか

をチェックする目安を紹介し

ます。（イラスト参照）

まず、歯肉の形でチェック

してみましょう。歯と歯の間

の歯肉を見てください。これ

がきれいな三角形になってい

るのが正常です。歯肉に炎病

が起こると、ここが丸みをお

びてきます。また、歯の生え

際の歯肉が半円形になってい

るのは正常ですが、この部分

がＶ字型だと炎症を起こして

いることが疑われます。

歯肉の色は、正常な状態で

すと一様なピンク色ですが、

歯肉炎になると、赤、あるい

は赤紫色になります。
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一一
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い

一一
、

お
母
さ
ん
が
告
発
す
る

‐
紙
オ
ム
ツ
の
お
そ
ろ
し
さ
・

毋
児
文
化
研
究
所
匚
き
た
、
お
母
さ
ん
か
ら
の
手
紙
を
紹
介
し

ま
可
。

●
オ
ム
ツ
を
と
る
の
が
遅
か
っ

た実
は
私
も
紙
オ
ム
ツ
を
使
っ

た
母
親
の
一
人
で
す
が
、
最
近

あ
ら
た
め
て
紙
オ
ム
ツ
の
害
を

痛
感
し
て
い
ま
す
。

一
歳
す
ぎ
ま
で
は
、
紙
オ
ム

ツ
を
い
た
だ
い
て
も
捨
て
て
絶

対
に
使
わ
な
か
っ
た
の
で
す
が

実
家
で
子

ど
も
が
夏
か
ぜ
を
ひ

き
、
下
痢
が
ひ

ど
か
っ
た
と
き

私
の
母

が
す
す
め
ま
し
た
の
で

下
痢
の
間
だ
け
使
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
外
出
の
と
き
と

夜
間
だ
け
使
っ
て
い
た
の
で
す
。

最
近
の
紙
オ
ム
ツ
は
、
ず
い
ぶ

ん
改
良
さ
れ
て
、
お
し
つ
こ
だ

け
だ
と
吸
収

が
よ
い
よ
う
に
思

え
た
の
で
す
が
、
通
気
性

が
は

と
ん
ど
な
く
て
、
赤
ち
ゃ
ん
に

不
快
、
と
い
う
こ
と
で
、
今
は

深
く
後
悔
し
て
お
り
ま
す
。

紙
オ
ム
ツ
の
せ
い
か
、
オ
ム

ツ
の
と
れ
る
の
も
、
二
歳
一
ヵ

月
と
、
少
々
遅
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

●
か
み
つ
く
の
は
紙
オ
ム
ツ
の

せ
い
だ
っ
た

便
利
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で

去
年
の
夏
よ
り
、
紙
オ
ム
ツ
を

使
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間
子

ど
も
が
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
私

や
主
人
に
よ
く
か
み
つ
く
の
で

心
配
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

の
原
因
が
紙
オ
ム
ツ
に
あ
る
と

は
、
全
然
思
い
も
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
さ
っ
そ
く
そ
の
囗
か
ら
紙
オ

ム
ツ
を
や
め
、
ペ
ビ
ー
ネ
ン
ネ

に
し
ま
し
た
。
今
は
表
情
も
い

き
い
き
と
し
て
お
り
、
イ
ラ
イ

ラ
し
て
か
み
つ
く
こ
と
も
な
く

な
り
ま
し
た
。
気
持
ち
の
悪
い

状
態
が
い
か
に
悪
い
性
格
を
つ

く
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
て
い
ま
す
。

●
紙
オ
ム
ツ
で
赤
い
ブ
ツ
ブ
ツ

近
所
の
お
母
さ
ん
方
に
、「
夜

は
紙
オ
ム
ツ
が
い
ち
ば
ん
！
」

と
す
す
め
ら
れ
、
「
外
出
の
と

き
も
や
っ
ぱ
り
紙
オ
ム
ツ
が
い

い
わ
よ
」
と
す
す
め
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
で
あ
る
日
、
長
時
間

の
外
出
の
た
め
に
、
退
院
の
と

き
に
病
院
か
ら
も
ら
っ
た
紙
オ

ム
ツ
（
そ
の
他
、
試
供
品
を
も

ら
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
了

使
っ
て
み
た
の
で
す
。
あ
け
て

ビ
ッ
ク
リ
が
‥ほ
ん
の
二
時
間
。

足
の
つ
け
根
な
ど
に
赤
い
ブ

ツ
ブ
ツ
で
、
と
て
も
痛
そ
う
で

し
た
。
残
り
を
全
部
捨
て
ま
し

た
。
●
一
歳
半
の
子
供
が
い
や
が
っ

た長
女
が
一
歳
半
の
と
き
の
こ

と
で
す
が
、
一
泊
二
日
の
旅
行

に
友
人
と
一
緒
に
い
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
友
人
の
す
す
め
で
紙

オ
ム
ツ
を
は
じ
め
て
使
っ
て
み

た
の
で
す
。
そ
れ
か
ら

Ｉ
ヵ
月

た
っ
て
、
今
度
は
、
日
帰
り
の

外
出
だ
っ
た
の
で
す
が
、
前
の

旅
行
の
残
り
の
紙
オ
ム
ツ
が
あ

っ
た
の
で
、
も
っ
た
い
な
い
と

思
っ
て
ひ
ろ
げ
て
つ
け
る
準
備

し
て
い
る
と
、
紙
オ
ム
ツ
を
と

り
あ
げ
て
、
も
と
の
通
り
に
た

た
ん
で
し
ま
う
の
で
す
。
も
う

一
度
私
が
ひ
ろ
げ
る
と
、
ち
ょ

っ
と
怒
っ
た
よ
う
な
顔
つ
き
で

同
じ
よ
う
に
た
た
ん
で
し
ま
い

絶
対
に
つ
け
さ
せ
て
く
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。

今
思
う
に
、
旅
行
の
と
き
の

紙
オ
ム
ツ
が
よ
ほ
ど
い
や
だ
っ

た
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
。
今

ま
だ
残
り
の
紙
オ
ム
ツ
が
あ
る

の
で
す
が
、
次
の
子
に
は
絶
対

い
や
な
思
い
を
さ
せ
な
い
よ
う
、

全
部
処
分
し
ま
す
。

●
紙
オ
ム
ツ
は
燃
え
な
い
！
。

先
日
実
家
に
帰
っ
た
と
き
、

使
用
済
の
紙
オ
ム
ツ
を
ゴ
ミ
と

一
緒
に
家
の
庭
で
燃
や
し
て
み

ま
し
た
。
す
る
と
、
ど
う
で
し

ょ
う
。
紙
く
ず
の
ほ
う
は
パ
ー

つ
と
炎
を
出
し
て
燃
え
た
の
に

対
し
、
紙
で
あ
る
は
ず
の
紙
オ

ム
ツ
は
、
チ
リ
チ
リ
と
ス
ト
ッ

キ
ン
グ
を
燃
や
し
た
と
き
と
同

じ
よ
う
な
燃
え
方
を
し
た
の
で

す
。「
紙
で
は
な
い
」
と
い
う
言

葉
を
目
の
あ
た
り
に
し
て
、
子

供
に
与
え

る
害
を
考
え

る
と
、

お
そ
ろ
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

今
回
を
も
っ
て
シ
リ
ー
ズ

「
マ
マ
紙
オ
ム
ツ
を
使
わ
な

い
で
」

は
終
了
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

保
健
婦
だ
よ
り
を
読
ん
だ

お
母
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な

反
応
・
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。



交母だより

佐 井 村

交通安全毋の会

交
通
安
全
街
頭
指
導
と

新
入
学
児
童
下
校
時
の

安
全
歩
行
手
伝
い
を
終
え
て

四
月
九
日
か
ら
十
三
日
ま
で

行
わ
れ
た
、
交
通
安
全
街
頭
指

導
も
、
各
関
係
機
関
の
み
な
さ

ん
の
協
力
を
得
て
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た

み
な
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。そ
の
中
で

二
言

・
中
学
氈
が
自
分
か
ら
莖
ん
で

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

声
を
か
け
て
き
て
、
感
心
し
て

い
る
他
管
か
ら
き
た
先
生
。

・
中
学
生
が
あ
い
さ
つ
す
る
と

き
、
脱
帽
し
て
頭
を
下
げ
て
い

く
と
感
心
し
て

い
る
会
員
。

以
上
の
二
つ
の
ほ
め
言
葉
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
春
入
学
し
た
ば

か
り
の
ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
。

こ
の
加
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
を

交
通
事
故
に
あ
わ
せ
た
く
な
い

と
い
う
願
い
か
ら
、
先
生
、
保

護
者
、
母
の
会
会
員
の
み
な
さ

ん
で
、
下
校
時
の
安
全
歩
行
の

お
手
伝
い
を
実
施
し
ま
し
た
。

最
初
は
、
子
ど
も
た
ち
も
少

し
と
ま
ど
い
、
右
も
左
も
ボ
ツ

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
な
れ
て

く
る
と
元
気
の
よ
い
大
き
な
声

で
や
れ
る
よ
う
に
な
り
、
私
た

ち
も
一
緒
に
な
っ
て
声
を
出
し

な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
毎
日
の
通
学

で
は
、
車
に
気
を
つ
け
て
事
故

に
あ
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
雨
降
り
の
日
は
、

傘
を
さ
し
て
の
歩
行
は
見
通
し

が
悪
い
の
で
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。 ６ 月ＩＩヨ現 在

交通事故死ゼ囗

２

，

７７５
日

今
月
の
交
通
安
全
標
語

ル
ー
ル
を
守
り

大
事

な
い
の
ち

こ
の
手
で
守
る

坂
井

祥
子

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

ヘ
ル
メ
ッ
ト

灯
火

安
全
運
転

宮
野
奈
々
子

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県 内の交通事故概況 （平成 ３年）

青森県交通対策協議会

４月 累計 死

者

の

う

ち

飲 酒 運 転 に よ る 死 者 ５

発

生

５１５

（ ５２８）

２，２７６

（１，９７０）

シ

Ｉ

卜

ベ

ル

ト

着用義務者

（着けなければならない人）
１７

死

者
１３

（ １０）

３５

（ ３７）

非着用者

（着けていなかった人）
１６

傷

者

５９５

（ ６４６）

２，７６７

（２，４９４）

うち、着けていれば

助かったと思われる人
１

（ ）内は前年。累計は１月から

シ ー トベ ル ト

し め る 心 が

身 を 守 る



シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
四
安
全
運
転
セ
ミ
ナ
ー

＝

”
若

い
つ
も
り
”
は
要
注
意
ｐ

シ
ル

バ
ー
・
ド
ラ
イ

バ
ー
の

交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
。

年
齢
と
と
も
に
、
心
身
機
能

が
低
下
す
る
の
は
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
で
す
。
と
な
れ
ば
、「
自

分
の
心
身
機
能

は
ど
の
く
ら
い

低
下
し
て
い
る
の
か
」
を
正
し

く
把
握
し
、
そ
れ
に
合
っ
た
運

転
を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。例
え
ば
、
夕
暮
れ
時
な
ど
に
、

物
が
見
え
に
く
く
な
る
人
は
、

こ
の
時
間
帯
の
運
転
を
避
け
る

よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
「
自
分
の
反
応

速
度

が
低

下
し
て
い
る
な
」
と
感
じ
た
ら
、

（

ン
ド
ル
を
握
る
際
、
ま
わ
り

の
状
況
に
注
意
を
払
っ
て
、
事
故

に
結
び
っ
か
な
い
よ
う
に
心
が

今
回
は
、
保
護
者
の
中
で
も

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
多
数
お

手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
こ
れ
か
ら

も
毎
年
実
施
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

け
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
ま
す
。

た
だ
こ
こ
で
肝
心
な
の
は
、

車
の
運
転
に
か
か
わ
る
心
身
機

能
の
低
下
は
、
な
か
な
か
自
分

で
は
自
覚
し
に
く
い
も
の
。
歩

い
た
り
走
っ
た
り
す
る
の
と
違

い
、
息
が
切
れ
る
な
ど
の
体
に

直
接
こ
た
え
る
こ
と
が
少
な
い

か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
定
期
検

診
や
、
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で

自
分
の
反
応
速
度
を
測
る
な
ど

の
自
己
管
理
が
望
ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
あ
の
人
に
で
き
る
の

だ
か
ら
、
自
分
に
も
当
然
で
き

▲

毋

の

會

か

ら

お

し

ら

せ

▼

六
月
九
日
（
月
）
、
足
型
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク

設
置
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

会
員
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。よいこの おやくそく

☆どうろのみぎがわを

あるきましよう。

☆とびだしはぜったい

しません。

☆どうろをわたるとき

は てをあげて みぎ

ひだり ／

☆さいの子はこうつう

ルールをまもります。

佐井村 交通 安全

母 の 会

佐井警察官駐在所

自動車に乗ったら

シートベルト

バイクを運転するときは

ヘルメット

●

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、

ど
ち
ら
も
命
を
守
る
大
切
な
も
の

忘
れ
ず
に
正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う「

る
な
ど
と
は
決
し
て
思
わ
な
い

こ
と
で
す
。
高
齢
者
は
個
人
差

が
大
き
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

春の全国交通安全運動期間

の５月１５日、大間警察署のパ

トカーを先頭に、春の交通安

全パレードが行われました。

交通事故死ゼロ３，０００日の

目標に向け、村民一丸となっ

て、交通安全運動に取り組ん

でいきましょう。



国 保

の
しおり

適

正

受

診

を

心

が
け

ま

し

ょ

う

①

み
だ
り
な
転
医

病
状
が
は
か
ば
か
し
く
な
い

か
ら
と
い
っ
て
、
次
か
ら
次
へ

と
転
医
す
る
人
が
い
ま
す
。
あ

る
い
は
一
つ
の
病
気
で
二
人
も

三
人
も
の
医
師
に
か
か
る
人
が

い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
は
治

療
上
問
題
が
あ
る
だ
け
で
な

く
、
医
療
費
の
無
駄
づ
か
い
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
注
意
し
ま

②

夜
間
、
休
日
、
時
間
外
受

診夜
間
、
休
日
、
時
間
外
に
受

診
す
る
と
、
割
増
料
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
な
る
べ
く
こ
う
い

う
時
間
の
受
診
は
避
け
ま
し
よ

③

年
に
一
度
は
健
康
診
断
を

現
在
の
か
ら
だ
の
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
将
来
現
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
か
く
れ
た
病
気
を

発
見
す
る
に
は
健
康
診
断
を
定

期
に
受
け
る
こ
と
で
す
。
年
に

一
度
（
理
想
的
に
は
二
度
）
は

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

医 療 費 の 状 況

〔２ 月診 療分 〕 （単位：円）
国保 （若人分） 加入者数１，９９７人

区 分 件数 日数 医 療 費 刊牛当医療費一人当医療費

人 院 ２５ ３８７ ６，２１１，１００ ２４８，４４４ ３，１１０

入 院 外 ８４５ １，５７８ ９，６０２，８８０ １１，３６４ ４，８０９

歯 科 １１５ ２８１ １，６７０，９１０ １４，５３０ ８３７

薬剤の支給 ８１ １０９回 ５３５，５００ ６，６１１ ２６８

計 １，０６６／ １８，０２０，３９０ １６，９０５ ９，０２４

退職者医療 加入者数５４人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費一人当医療費

人 院 ２ ４３ ９９５，５９０ ４９７，７９５ １８，４３７

入 院 外 ２４ ４２ ４４５，７５０ １８，５７３ ８，２５５

歯 科 ４ １４ ６７，６９０ １６，９２３ １，２５４

薬剤の支給 ３ ４回 １４，１４０ ４，７１３ ２６２

計 ３３／ １，５２３，１７０ ４６，１５７ ２８，２０７

老人医療 対象者数４４２人

区 分 件数 日数 医 療 費 一件当医療費一人当医療費

人 院 １８ ３４３ ５，１３１，９５０ ２８５，１０８ １１，６１１

人 院 外 ４１３ ９９５ ８，１８３，０４０ １９，８１４ １８，５１４

歯 科 １３ ２９ １３５，５７０ １０，４２８ ３０７

薬剤の支給 ３８ ５７回 ４３０，９１０ １１，３４０ ９７５

計 ４８２ノ １３，８８１，４７０ ２８，８００ ３１，４０６

お

も

し

ろ

魚

雑

学

仏

教

と

魚

束
洋
で
い
ち
ば
ん
最
初
に
魚

と
い
う
も
の
の
名
前
を
つ
け
た

の
は
釈
迦
で
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
水
の
中
で
美
し
い
花

の
よ
う
に
泳
ぐ
と
い
う
意
味
か

ら

。
水
梭
花
几

釈
迦
は
名
前

を
つ
け
た
ば
か
り
で
な
く
、
生

ま
れ
る
前
は
魚
で
あ
っ
た
と
も

い
わ
れ
て
お
り
、
仏
足
石
の
親

指
と
次
の
指
と
の
間
に
は
２
匹

の
魚
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
こ
の
仏
足
石
は
奈
良
の
薬

師
寺
と
善
光
寺
に
国
宝
級
の
も

の
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

禅
宗
の
寺
に
行
く
と
、
廊
下

に
魚
形

の
本
板
が
吊
し
て
あ
る

の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
れ

は
修
業
僧
の
日
課
の
時
刻
合
図

の
た
め
に
叩
か
れ
て
い
る
も
の

で
す
が
、
そ
の
こ
ろ
は

。生
涯
、

目
を
閉
じ
る
こ
と
の
な
い
魚
の

よ
う
に
、
人
間
も
生
涯
心
眼
を

開
い
て
良
心
を
見
守
り
続
け
た

い
″
と
い
う
こ
と
と
か
。
こ
の

木
板
の
魚
は
、
口
に
良
心
と
い

う
玉
を
く
わ
え
て
い
ま
す
。

（
お
も
し
ろ
魚
健
康
読
本
よ
り
）

こ
ん
な
悪
質
商
法
に
ご
用
心

－

そ
の
手
に
は
の
り
ま
せ
ん
Ｉ

催眠（ＳＦ商法）

アポイントメント



出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
竹
匸
、
仕
事
匚
贍
ん
で
ど
う
れ
る
み
な
さ

ん
。
現
地
匸
の
生
活
は
い
か
が
で
寸
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
屈
、
み
な
さ
ん
と
の

か
け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

車

両

系

建

設

機

械

運

転

技

能

講

習

が

開

か

れ

ま

す

こ
の
度
、
青
森
県
で
は
出
稼
労
働
者
の
負
担
を
軽
減
し
、
あ
わ
せ

て
出
稼
労
働
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
及
び
労
働
安
全
の
確
保
を
図
る

た
め
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
会
を
、
左
記
の
と
お
り
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

受
講
希
望
者
は
、
六
月
二
十
九
日
ま
で
役
場
住
民
福
祉
課
（
住
民

係
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

匸

小
型
車
両
系
建
設
機
械
運

転
技
能
（
三
ト
ン
未
満
）

対
象
機
種

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
モ
ー
タ
ー

グ
レ
ー
ダ
ー
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、

シ
ョ
ベ
ル
、
ず
り
積
機
、
ス

ク
レ
ー
パ
ー
、
ス
ク
レ
ー
プ

ド
ー
ザ
ー
、
ド
ラ
グ
ラ
イ
ン
、

パ
ワ
ー
シ
ョ
ベ
ル
、
ド
ラ
グ

シ
ョ
ベ
ル

①
場
所
青
森
市
（
学
科
）

十
和
田
市

（
実
技
）

○
日
時
八
月
八
日
～
八
月
九
日

午
前
九
時
～
午
後
五
時

⑤
受
講
資
格

○
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所

持
者

○
出
稼
労
働
者
手
帳
所
持
者

④
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
二

五
五
〇
円
は
受

講
者
負
担
）

①
実
施
機
関

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
青
森
県
支
部

二
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技

能
（
三
ト
ン
以
上
）

対
象
機
種

三
一
ト
ン
未
満
の
機
種
）
及

び
ク
ラ
ム
シ
ェ
ル
、
バ
ケ
ッ

ト
掘
削
機
、
ド
レ
ン
チ
ャ
ー

①
場
所
青
森
市
（
学
科
）

十
和
田
市
（
実
技
）

Ｏ
日
時
八
月
十
二
日
～
八
月
十
四

午
前
九
時
～
午
後
五
時

⑤
受
講
資
格

①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ

か
の
資
格
者
で
出
稼
手
帳

所
持
者

①
建
設
機
械
技
術
検
定
一
級

又
は
二
級
合
格
者

②
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
所

持
者

③
大
型
若
し
く
は
、
普
通
自

動
車
免
許
を
有
し
、
か
つ

小
型
車
両
系
建
設
機
械
運

転
技
能
講
習
（
三
ト
ン
未

満
）
を
修
了
し
、
三
ヶ
月

以
上
そ
の
業
務
に
従
事
し

た
者

⑤
受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
二
、
〇
五
〇
円
は
受

講
者
負
担
）

①
実
施
機
関

建
設
業
務
労
働
災
害
防
止

協
会
青
森
支
部

資格商法かたり商法

教育ママ商法儲けたい商法

申

込

み

の

撤

回

契

約

の

解

除

は

…

ク
ー
リ
ン

グ

ー
オ
フ
制
度

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、

訪
問
販
売
で
商
品
や
役
務
、
権

利
を
購
入
し
た
場
合
、
そ
れ
が

本
当
に
必
要
か
ど
う
か
「
頭
を

冷
や
し
て
考
え
直
す
」
期
間
を

設
け
、
こ
の
期
間
で
あ
れ
ば
無

条
件
解
約
で
き
る
制
度
で
す
。

・
ク
ー
リ
ン
グ

ー
オ
フ
期
間
は

八
日
間
あ
り
ま
す
。

・
販
売
業
者
に
対
す
る
解
約
通

知
は
、
書
面
で
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

・
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
ク
ー

リ
ン
グ

ー
オ
フ
制
度
が
適
用

さ

れ
ま
せ
ん
。

①
消
耗
品
を
使
っ
た
場
合

（
化
粧
品
や
避
妊
具
は
使
用

し
た
分
だ
け
）

②

二
、
〇
〇
〇
円
未
満
の
現
金

取
引
の
場
合

③
指
定
外
の
商
品
、
役
務
、
権

利
（
指
定
さ
れ
て

い
て
も
乗

用
自
動
車
は
で
き
な
号

※
く
ら
し
の
中
で
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
ご
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
青
森
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

青
森
市
本
町
ニ
ー

ー－

十
六

昔
○
一
七
七
（
二
二
）
三
三
四
三

▼
役
場
住
民
福
祉
課
住
民
係

昔
（
三
八
）
二
一
一
一



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

ｆｌ‘０１７７－２３－２３７９

申告納税制度を

支えるために

我

が
国
の
税
制
は
、
納
税
者

が
自
ら
税
法
に
従
っ
て
、
自
分

の
所
得
と
税
額
と
を
正
し
く
計

算
・
申
告
し
て
納
税
す
る
と
い

う
、
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制

度
の
基
本
で
あ
る
「
正

し
い
申

告
と
納
税
」
の
た
め
に
、
広
報
、

相
談
、
指
導
、
調
査
を
通
じ
て
、

正
し
い
税
知
識
の
普
及
や
税
負

担
の
公
平
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。ま
た
、
地
方
公
共
団
体
、
税

理
士
会
や
関
係
民
間
団
体
と
の

連
携
や
協
力
を
得
な
が
ら
、
申

告
納
税
制
度
の
定
着
に
努
め
て

い
ま
す
。

納
税
者
の
み
な
さ
ん
、
税
を

正
し
く
理
解
し
、
正
し
い
申
告

と
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。

税に関する

高校生の

作文募集

国
税
庁
を
は
じ
め
、
国
税
局

税
務
署
で
は
、
全
国
の
高
校
生

の
み
な
さ
ん
か
ら
、
税
に
関
す

る
作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

Ｖ
応
募
資
格

高
校
生

▼
テ
ー
マ
税
に
つ
い
て
、
日
頃
考
え

て
い
る
こ
と
や
意
見
な
ど
、

税
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば

何
で
も
結
構
で
す
。

▼
応
募
数

一
人
一
編
匸

二
千
字
以
内

▼
締

切

九
月
五
日
（
木
）
ま
で

▼
問
い
合
せ
・
提
出
先

む
つ
税
務
署
総
務
課

〒
○
三
五

む
つ
市
小
川
町
一
－

十
－

五

昔
（
二
言

三
二
九
四

魚

茴

⑥

沛
自
動
車
税
の
納
期
限
で
す

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
郵
便

局
の
ほ
か
、
県
で
指
定
し
た
農

協
の
窓
口
で
も
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

納
税
貯
蓄
組
合
に
加
入
し
て

い
る
方
は
、
組
合
を
通
し
て
納

め
て
く
だ
さ
い
。

▼
車
検
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
へ

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
の

一
枚
目
は
、
車
検
に
必
要
な
納

税
証
明
書
と
な
り
ま
す
の
で
、

車
検
証
と
一
緒
に
し
て
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場

合
や
、
自
動
車
税
に
関
す
る
相

談
は
、
お
気
軽
に
む
つ
県
税
事

務
所
ま
で
。

〒
○
三
五

む
つ
市
中
央
一－

一－

八

む
つ
県
税
事
務
所
納
税
課

昔
（
二

こ

三
一
〇
五

６
月
３ ０

日 は

村県民税（１期）

固定資産税（２期）
の納期限です

一納期内納付にご協力くださいー

国

民

年

金

展

の

習

字

作

品

を

募

集

し

ま

す

国
民
年
金
制
度
の
普
及
推
進

言

言

言

言

国
民
年
金
展
の
習
字
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

今
年
で
二
十
七
回
目
を
迎
え

る
こ
の
作
品
展
は
、
県
内
小
学

生
の
習
字
作
品
の
発
表
の
場
と

し
て
、
広
く
定
着
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
県
下
全
域
か
ら
二
、

五
八
三
点
の
応
募
が
あ
り
、
こ

の
う
ち
の
コ
一
六
点
の
作
品
が

十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日
の

二
日
間
、
八
戸
市
公
民
館
で
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
青
森
市
内
で
展
示

す
る
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
、

役
場
住
民
福
祉
課
の
国
民
年
金

の
係
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



学

生

の

み

な

さ

ん

国

民

年

金

の

加

入

手

続

き

は

お

済

み

で

す

か

今
ま
で
加
入
が
任
意
で
あ
っ

た
二
十
歳
以
上
の
学
生
が
、
四

月
か
ら
国
民
年
金
へ
の
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年

金
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
ま
た
、
在
学
中
の
病
気
や

ヶ
が
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き

に
も
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
加
入
の
手
続
き
は

学
生
の
住
民
票
が
あ
る
市
町

村
役
場
の
国
民
年
金
係
の
窓
口

で
行
い
ま
す
。

な
お
、
親
元
を
離
れ
て
い
る

学
生
で
、
住
民
票
を
居
住
地
に

移
し
て
い
な
い
場
合
は
、
親
元

の
市
町
村
役
場
で
手
続
き
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
手
続
き
の

際
は
、
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
保
険
料
の
納
付
・
免
除
は

保
険
料
は
月
額
九
千
円
で

す
。
口
座
振
替
制
度
や
割
引
き

の
あ
る
前
納
制
度
を
利
用
す
る

と
納
め
忘
れ
が
な
く
、
便
利
で

安
心
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
と
き
は
、
申
請
し
て
一
定

の
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
保
険

料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

学
生
は
一
般
に
収
入
が
な
い

こ
と
、
ま
た
親
元
の
負
担
が
過

大
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
免
除

基
準
も
一
般
の
申
請
免
除
よ
り

緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

申
請
し
た
月
の
前
月
か
ら
免

除
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
手

続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

国 民年金 の納付組 織に

加 入し ましょ う

サラリーマンの厚生年金保
険料や、公務員の共済組合掛
金は、給与から天引きされる
ので安心ですが、自営業者な
どの国民年金保険料は自主納
付のため、ともすれば納め忘
れも考えられます。
そこで、納め忘れを防ぎひ
とりひとりが納めに行く手間
を省くために、地域の人達が
結集したのが「国民年金保険
料納付組織」です。
この納付組織は○○納税貯
蓄組合や○○婦人部などの名
称で、係の人が個々の事情に
合わせて集金をしてくれるな
ど、何かと便利です。
あなたも、国民年金の納付
組織に加入して、保険料を完
納しましょう。

ホ
タ
ル
は
夏
の
夜
の
風
物
詩
と

し
て
、
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
ひ
と
こ
ろ
は
農

薬
や
水
質
汚
濁
の
影
響
で
、
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
れ
が
、
最
近
は
地
域
住
民
の

努
力
で
、
各
地
で
ホ
タ
ル
復

活
の
う
れ
し
い
話
題
を
耳
に

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
庁
が
一
昨
年
に
選
定

し
た
「
ふ
る
さ
と
い
き
も
の

の
里
（
小
動
物
生
息
地
環
境

保
全
地
域
）
」
は
、
ト
ン
ボ
、

チ
ョ
ウ
な
ど
の
身
近
な
小
動

物
を
対
象
に
し
た
も
の
で
す
が
、

そ
の
半
数
近
く
が
ホ
タ
ル
の
里
で

す
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
ホ
タ

ル
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
の
催
し
が
始
ま

り
ま
し
た
。

今
年
、
第
三
回
の
ホ
タ
ル
サ
ミ

ッ
ト
が
開
か
れ
る
宮
城
県
東
和
町

に
は
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
源
氏
ボ
タ
ル
の
生
息

地
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
川
の
清

掃
、
幼
虫
の
放
流
、
ホ
タ
ル
の
捕

獲
防
止
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

ホ
タ
ル
は
、
環
境
を
守
る
た
め

の
一
つ
の

。
目
印
”
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
き
れ
い
な
水
が
な
け
れ

ば
、
ホ
タ
ル
は
生
き
ら
れ
な
い
か

ら
で
す
。
ホ
タ
ル
の
光
は
、

。環

境
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
ラ
ン
プ
″
と
い

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

あ
な
た
の
地
域
で
は
、
ホ
タ
ル

を
見
か
け
ま
す
か
？

と
こ
ろ
で
、
毎
年
六
月
五
日
は

「
世
界
環
境
デ
ー
」
で
す
。
こ
の

日
か
ら
一
週
間
が
環
境
週
間

で
す
が
、
今
年
は
、
環
境
庁

が
発
足
し
て
二
十
年
に
当
た

る
の
で
、
六
月
を
中
心
と
す

る
約
一
か
月
間
を
、
「
環
境

月
間
」
と
し
て
い
ま
す
。
テ

ー
マ
は
、「
環
境
に
や
さ
し
い

暮
ら
し
と
社
会
を
求
め
て
」

で

す

。



卵

ア

ー
ラ

ー
カ

ル

ト

保

存

は
「

気

室

」
を

上

に

す

る

卵
を
使
っ
た
料
理
を
さ
れ
る

家
庭
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

卵
の
保
存
方
法
や
鮮
度
の
見
分

り
づ
な
ど
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

卵
の
置
き
方
な
ん
て
、
ど
う

置
い
て
も
い
い
よ
う
に
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
実
は
卵
は
生
き

て
い
て
、
呼
吸
を
し
て
い
る
の

で
、
置
き
方
一
つ
で
卵
の
鮮
度

の
も
ち
が
大
分
違
っ
て
き
ま
す
。

卵
に
は
「
気
室
」
と
呼
ば
れ

る
空
気
の
部
屋
が
あ
り
、
こ
の

部
屋
を
通
し
て
、
外
界
と
呼
吸

し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
こ
の

部
分
を
下
に
し
て
置
い
て
し
ま

う
と
、
卵
は
い
わ
ゆ
る

。呼
吸

困
難
”
に
陥
り
、
鮮
度
が
早
く

落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

不
安
定
で
も
、
卵
の
先
の
と

が
っ
た
ほ
う
を
下
に
置
く
よ
う

に
し
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

古
い
か
新
し
い
か
は
、
外
見

か
ら
で
は
分
か
り
に
く
い
も
の

で
す
が
、
卵
は
古
く
な
る
と
水

分
が
蒸
発
し
、
比
重
が
軽
く
な

り
ま
す
。
一
リ
ッ
ト
ル
の
水
に

小
さ
じ
一
杯
の
塩
を
加
え
、
薄

い
塩
水
を
つ
く
り
、
こ
の
な
か

に
卵
を
入
れ
、
浮
い
て
く
る
の

が
古
い
卵
で
沈
め
ば
新
し
い
卵

で
す
。
ゆ
で
卵
と
生
卵
も
見
分
け
が

っ
き
に
く
い
も
の
で
す
が
、
横

向
き
に
し
て
ク
ル
ク
ル
回
す
と

よ
く
回
る
の
が
ゆ
で
卵
。
ゆ
で

卵
は
重
心
が
安
定
し
て
い
る
か

ら
よ
く
回
り
ま
す
が
、
生
卵
は

不
安
定
で
、
す
ぐ
に
動
き
が
止

ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

卵
を
割
る
の
に
は
、
コ
ツ
が

あ
り
ま
す
。
ま
な
板
や
茶
わ
ん

の
角
に
ぶ
つ
け
て
割
る
人
が
多

い
よ
う
で
す
が
、
こ
う
す
る
と

ク
シ
ャ
と
割
れ
て
、
緇
か
い
殼

が
入
っ
た
り
、
黄
身
を
出
す
と

き
に
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
角
に
ぶ
つ
け
る
よ

り
は
、
ま
な
板
な
ど
の
平
面
に

コ
ツ
ン
と
当
て
て
割
る
ほ
う
が
、

き
れ
い
に
ひ
び
が
入
り
、
内
側

の
薄
い
膜
が
残
る
の
で
、
そ
こ

を
静
か
に
割
れ
ば
、
殼
の
破
片

が
入
る
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

村をきれいにする運動

６
ｈ
２９
Ｂ
・
３０１

（大佐井・古佐井地区）

６月２９日、午後１時から

回集作業を行います。

ご協力をお願いしますｏ

攤 ② 淋

がんかけ祭り

６月１６日（日）

満１歳になります

畠
中

愛
里

右
夊

（
清
孝
・
紳
子
）

大

佐

井

竹
内

聡

子

右
気

（
芳
規
・
こ
ず
え
）

古

佐

井

一戸籍の窓口
５月１４日現在

○ お 誕 生 お め で と う

中 村 海 成（正和）矢 越

田名部 哲 平（二郎）大佐井

磯 川 翔 太（ 等 ）大佐井

若 山 佳 土（隆芳）古佐井

○ ご 結 婚 お め で と う

１真 木 伸 雄（津 山 市）

坪 谷 千 恵（大 佐 井）

１杉 林 宏 樹（東 京 都）

大 嶋 智 子（原 田）

｜吉 田 孝（古 佐 井）

橋 場 祐 子（仙 台 市）

１黒 田 忠（大 和 市）

緇 川 富 江（古 佐 井）
１辻 敏 明（大 佐 井）

石 黒 淳 子（原 田）

｜長 田 昌 尚（北九州市）
佐 賀 真 帆（古 佐 井）

１山 田 仁（む っ 市）

田 中 とも子（福 浦）

○ おく やみ申し上 げます

若 山 敬 二（恵佐雄）古佐井

川 畑 な み（清 江）矢 越

飯 田 清（て る）古佐井

４月３０日現在人口（前月比）

男 １，８３７（＋２１）

女 １，８８４（＋８）

計 ３，７２１（＋２９）

世帯数 １，１２１（十祁）
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